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NOBESHIN  REPORT

のべしん半期ディスクロージャー



（※）の一般貸倒引当金については、要管理先に係る一般貸倒引当金です。

♦損益の状況
単位：百万円

●延岡信金の経営内容について●

自己資本は金融機関の健全性、安全性をはかる重要な指標であり、その比率が
高いほど健全な財務体質であるといわれております。信用金庫では経営の健全
性と安全性を確保するため、４％以上の自己資本を保有することが義務づけら
れています。延岡信用金庫の平成27年9月末の自己資本比率は11.73％と国内
基準の約3倍にあたり、健全性・安全性ともに高い水準にあると判断していま
す。自己資本比率が前期比△0.07％となった要因は自己資本としての利益は
確保できていますが、融資残高等の資産が増加したことでリスクアセット額が
増加したことであります。今後も、皆様に安心してお取引いただけるよう、自
己資本の充実に努めてまいります。

自己資本比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　自己資本額　3,525〔コア資金に係る基礎項目 3,525  ＋  コア資金に係る調整項目  0 〕
　11.73％＝
　　　　　　リスクアセット等計30,027 （信用リスク・アセットの額28,271 ＋オペレーショナル・リスク相当額1,755）

金融機能の安定と再生を図ることを目的として、平成10年10月に「金融再生法」が施行され、この法律に基づく開示
基準について公表することで、当金庫の債権の全容をあらわす開示内容となっています。
この開示基準は信用金庫法に基づくリスク管理債権が貸出金を対象となるのに対し、金融再生法基準は貸出金のほか、
外国為替、未収利息、仮払金、債務保証見返を含みます。

（注）
１．破産更生債権及びこれに準ずる債権とは、破産、会社更生、民事再生法の事由により経営破綻に陥っている債権者に対する債権及びこれに準ずる債権（以下、
　　破産更生債権という）です。
２．危険債権とは、債務者が経営破綻の状態にはいたっていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取ができない可
　　能性の高い債権です。
３．要管理債権とは、自己査定において要注意先に区分された債務者に対する債権のうち、3ヶ月以上延滞債権または貸出条件緩和債権に該当するものをいいます。
４．正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、破産更生債権、危険債権、要管理債権以外の債権をいいます。
５．平成27年9月分の集計にあたっては、平成27年3月末時点における債務者区分を前提とし、4月以降9月までに倒産・不渡りなど、債務者区分を下方に変更す
　　べき客観的事実があった先についてのみ債務者区分を変更するなどの簡便な自己査定によっております。

平成27年9月期は貸出金が一定の増加が図れたことなどにより業務収益で24

百万円増加。支出面では預金利息の減少、一般貸倒引当金繰入が△5百万円と

なった事、人件費、物件費などの経費で1百万円増加するも業務費用は対前期

比1百万円の減少となり、結果として業務純益は26百万増加、最終当期利益で

も14百万の増益を確保することができました。

♦単体自己資本額・比率（国内基準）

♦金融再生法による開示債権額

単位：百万円

202百万円
破産更生債権及びこれらに準ずる債権

0.67％

556百万円
危険債権1.85％

421百万円
要管理債権1.40％

28,786百万円
正常債権
96.06％

単位：百万円
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のべしん の自己資本比率は 11.73％ です。

※不良債権比率は全国の信用金庫
　の中でも低く、良質な債権を多
　く保有しています。
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17.00%

16.00%

15.00%

14.00%

13.00%

12.00%

11.00%

10.00%

0.00%

11.80%11.80%11.80%

H26年9月　　H27年3月　　H27年9月

金　額 総与信額に
対する比率 金　額 総与信額に

対する比率 金　額 総与信額に
対する比率

金融再生法上の開示債権（Ａ）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額

危 険 債 権 額

要管理債権額

正 常 債 権 額

　合　　 計

保 全 額（Ｂ）

個 別 貸 倒 引 当 金（Ｃ）

　一般貸倒引当金（※）

　個別貸倒引当金

担 保・保 証 等（Ｄ）

　保　全　率　（Ｂ）／（Ａ）

担保・保証等控除後債権に対する引当率

1,057

183

571

303

27,936

28,993

876

249

0

248

626

82.84%

57.87%

3.64%

0.63%

1.96%

1.04%

96.35%

100.00%

1,133

176

560

395

28,498

29,631

855

274

0

273

581

75.46%

49.77%

3.82%

0.59%

1.89%

1.33%

96.17%

100.00%

1,180

202

556

421

28,786

29,967

877

283

1

282

593

74.30%

48.32%

3.94%

0.67%

1.85%

1.40%

96.06%

100.00%

経常収益 経常利益 業務純益 コア業務純益 当期利益
平成27年９月

平成26年９月
596 115 139 139 98

572 120 113 113 83

596 572

120 98

Ｈ26年9月期 Ｈ27年3月期 Ｈ27年9月期

115115 113139139 113139139
8383





200BPVで算出
運用勘定合計 調達勘定合計 銀行勘定の金利リスク 金利リスク/自己資本
1,827 1,062 765 22.303%

99％タイル値で算出
運用勘定合計 調達勘定合計 銀行勘定の金利リスク 金利リスク/自己資本

98 42 56 1.633%

　当金庫では、バーゼルⅢ（新しい自己資本比率規制）への対応として、統合的なリスク管理態勢の構築を目指しております。

バーゼルⅢ（新しい自己資本比率規制）とは、近年の金融機関のリスク管理実務の進展や金融技術の高度化等を踏まえ、

金融機関が直面するさまざまなリスクをより明らかにし、一層健全な経営を金融機関に求めるものであります。

　当金庫では、リスク管理態勢の確立を経営の最重要課題として位置付け、金融環境の変化に柔軟に対応できるよう統

合的リスク管理態勢の構築・充実に取組んでおります。

１．信用リスク
　信用リスクとは、貸出を行っている先の業況悪化や倒産から貸出利息や元本の返済が契約通りにおこなわれなくなる

リスクの事で経営に最も影響を与えるリスクの一つです。

当金庫では、与信判断の基本的な考え方を示した「信用リスク管理要領」を制定し、広く役職員に理解と遵守を促すと

ともに、信用リスク管理を徹底しています。また、信用リスクを計測するため、ＡＬＭシステムを導入し、リスク管理

（ＶＡＲ）を算出し管理しております。

２．オペレーショナルリスク
　オペレーショナル・リスクは業務運営上、可能な限り回避すべきリスクであり、当金庫では「各種リスク管理方針」

を踏まえ組織体制、管理の仕組みを整備するとともに、定期的に収集したデータの分析・評価を行いリスクの顕現下の

未然防止及び発生時の影響度の極小化に努めています。

当面、バーゼルⅢ対応としてオペレーショナル・リスク相当額の算定は、基礎的手法による計測を採用していく方針で

ありますが、さらなる高度化を目指し、リスクデータの蓄積に取組んでおります。現状一連のオペレーショナル・リス

クに関連するリスクの状況については、各担当部署が改善・管理状況を審議検討を行うとともに主管部署による管理状

況を常務会、理事会といった経営陣に対し報告する態勢を整備しております。

３．市場リスク
　市場リスクとは、資産（貸出金・有価証券など）・負債（預金など）双方の金利変動に伴う「金利リスク」、株式や債

券などの価格変動がもたらす「価格変動リスク」、外国為替相場の変動に伴う「為替リスク」で、損失を被るリスクのこ

とです。

銀行勘定における出資等又は株式エキスポージャーにあたるものは、上場株式、非上場株式、子会社・関連会社、政策

投資株式、上場優先出資証券、株式関連投資信託、その他ベンチャーファンド又は投資事業組合への出資金が該当しま

す。そのうち、保有しております上場株式、株式関連投資信託に係るリスク認識については、時価評価及び最大予想損

失額（ＶＡＲ）によるリスク計測によって把握するとともに、運用状況に応じて常務会に諮り投資継続の是非を協議す

るなど、適切なリスク管理に努めております。株式関連商品への投資は、毎年定めている余裕資金運用計画に基づきポ

ートフォーリオ全体のリスク・バランスに配慮した運用に心掛けております。なお、取引にあたっては、厳格な運用、

管理を行っております。

金利リスクの算出方法としては当金庫が採用しております上下200ＢＰＶの外に最低5年間の観測期間で計測される金利

変動の99％タイル値又は1％タイル値によって計算される経済価値の低下額の算出方法があります。

単位：百万円

単位：百万円

● リスク管理への取り組みについて●

♦統合的なリスク管理体勢

金利リスクに関する事項
金利リスクとは、市場金利の変動によって受ける資産価値の変動や、将来の収益性に対する影響を指します。当金庫においては、双

方ともに定期的な評価・計測を行い、適宜、対応する態勢としております。具体的には、一定の金利ショックを想定した場合の銀行

勘定の金利リスク（ＢＰＶ）計測や金利更改を勘案した期間収益シミュレーションによる収益の影響度などＡＬＭ管理システムや証

券会社に定期的に計測依頼し常務会で協議検討を行うなど資産・負債の最適化に向けたリスク・コントロールに努めております。

200BPV、市場金利が２％上昇すると仮定した場合のＨ27年

9月期の「銀行勘定の金利リスク」は765百万円となり、99％

タイル値で算出した場合の「銀行勘定の金利リスク」は56百

万円であります。

平成27年9月末の自己資本額は3,525百万円であります。



奉仕作業（毎月第二木曜日）
・店周の清掃

祭り・イベント
・大師まつり（4月17・18・19日）
・献血運動　（6月13日）

・まつり延岡（7月25日）

●地域貢献活動（平成27年4月から9月まで） 

学童野球大会
今年も15チームの参加を頂き16回目の大会を開催する事
ができました。
各試合、熱戦が繰り広げられ優勝は「旭サンダース」準優勝
は「東ファイターズ」でありました。

6月15日「信用金庫の日」に合わせて当金庫独自の取組として
「赤十字献血センター」のご協力を得て「献血活動」に取組んでいます。
今回（6月13日）も皆様のご協力により100名近くの方にお出で

頂きました。

毎月、第二木曜日を「信用金庫の日」として地域
の清掃活動に取組んでいます。

　地域の方々から愛され、親しまれ、選ばれる金融機
関となるように、職員研修も積極的に取組んでいます。

平成27年4月16日、「延岡市」と地域経済の活性化や
市民サービスの向上を目的とした「包括連携協定」を
結びました。

文化・教育
・第16回　学童野球大会

金庫内研修

延岡信用金庫と地域社会

「延岡市」との「包括連携協定」

第16回　延岡信用金庫旗争奪学童野球大会
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の べ し ん CD・ATMコーナーの所在地
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